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上田 芳裕議員

市
民
連
合

仮設住宅入居者の恒久的な住宅確保に向けて
入居期限が迫るみなしを含む仮設住宅入居者の
恒久的な住宅確保や災害公営住宅拡充への取り
組みは。

現在実施中の伴走型住まい確保支援の調査によ
り、入居者の意向を的確に把握するとともに、
住宅整備についても検討していく。

顕在化する労働力不足への施策展開
人口減少による労働力不足に対し、高齢者雇用の施策拡
充とシルバー人材センターの活用は。

高齢者を積極的に受け入れる企業を地
場企業PRサイトで掲載。また、シル
バー人材センターの活動を支援し、働
きやすい環境づくりを推進していく。

1 2

髙本 一臣議員

自
民
党

地方自治における二元代表制のあるべき姿は
市長と議会による二元代表制は、適切な緊張感と
距離感を持って連携していくことが望ましいが、
市長の見解は。

双方が日頃から十分に連携を図りながら、公の場
における議論を通して市民のためによりよい市政
を実現していくことが望ましい。

さくらカードの方向性
さくらカードを持続可能な制度とするため、そのあり
方を検討する時期だと判断するが、今後の方向性は。

利用状況分析、市民アンケート調
査等を踏まえ、他都市の制度も参
考にしつつ事業のあり方について
様々な観点から検討していく。

バス

1 2

山部 洋史議員

共
産
党

熊本地震、被災者支援制度の延長を
国保・介護・後期高齢者医療の保険料減免や国保医療費の
窓口負担免除、及び仮設住宅の入居期間の延長を。

各制度の減免等については、被災
者個々の状況に応じて、丁寧な対
応を行っていくとともに、国や県
に対し必要な支援を求めていく。

国民健康保険料の引き下げについて
政令市一高い負担を軽減するためにも、一般
会計繰り入れを増やし、国にも国庫負担の引
き上げを求めるべき。

繰入金は、国保制度改革による影響等を踏ま
え平成30年度当初予算に向け検討する。な
お、国庫負担引き上げは引続き要望していく。
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園川 良二議員

公
明
党

市電の延伸による影響について
現下の都市圏交通問題や将来の財政運営を踏
まえ、市電延伸がもたらす道路渋滞緩和や地
域経済への影響等は。

市電延伸により、渋滞緩和や環境負荷低減を
図るとともに、沿線への居住促進や中心部へ
のアクセス強化等まちづくりにも寄与する。

植木土地区画整理事業の早期方針決定を
住民意向調査を早期に取りまとめ、区域・事業手法の見直
し等を検討し、区役所と一体となったまちづくりの実現を。

都市計画の見直しや都市基盤の整
備方法等について、関係部署によ
る庁内検討会議を設け、出来る限
り早く今後の方向性を検討する。

1 2

復興需要後の中小・零細企業支援及び活性化
熊本経済が真に本格的復興を果たしていく上で、
経済基盤の弱い中小・零細企業をいかに支援し
ていくのか。

事業所へ専門家を派遣し、経営状況等の適切な
診断や助言を行い、経営者が抱える様々な課題
の解決に向け、きめ細かな支援を行う。

新市民病院の在宅重症心身障がい児支援策
高度な専門性を有する政策医療機関として、在宅の重症
心身障がい児とその家族に対する支援の取り組みは。

市民病院の再建後は、ご家族の肉
体的、精神的な負担軽減のため一
時的に家族に代わり療養を行う
「レスパイトケア」に取り組む。

藤岡 照代議員

公
明
党

1 2

田上 辰也議員

市
民
連
合

救急医療情報キット「命のバトン(※1）」について
緊急時に「命のバトン」は有用な情報として活用
できるが、多くの市民にはまだ知られていない。
今後どうする？

命のバトンにより、円滑な搬送に繋がった事例等
もある。今後も熊本市社会福祉協議会を通し、更
に事業の有効性を周知していく。

市電の延伸は新市民病院への乗り入れを
市電延伸を病院再開に間に合わせ、病院利用者が雨に
濡れないよう、市電の病院乗り入れができないか。

市民病院開業までの実現は困難
であるが、市民病院利用者の利
便性向上に向けては、今後具体
的に検討する中で考慮していく。

1 2

平成28年度における熊本市の一般会計決算は、歳入が3,678億円（前年度比プラス594億円）、歳出が3,573億円（前年度比プラス539億円）となり、

いずれも過去最高額となりました。

歳入と歳出を単純に差し引くと105億円の黒字の計算になりますが、翌年度へ繰り越すべき財源が58億円あり、差し引いて考えると、実質収支47

億円の黒字となりました。この黒字は、平成29年度に繰り越され、歳入の一部となります。

一般会計・特別会計

収入支出差引額支出総額収入総額会計名

104億9,338万円3,573億3,864万円3,678億3,202万円一 般 会 計

△17億7,574万円2,166億2,838万円2,148億5,264万円特 別 会 計

87億1,764万円5,739億6,702万円5,826億8,466万円合 計

収入支出差引額支出総額収入総額会計名

△38億2,149万円103億1,164万円64億9,015万円病 院 事 業 会 計

14億6,358万円117億2,705万円131億9,063万円水 道 事 業 会 計

9億2,833万円189億8,952万円199億1,785万円下 水 道 事 業 会 計

0万円939万円939万円工業用水道事業会計

2億1,124万円20億937万円22億2,061万円交 通 事 業 会 計

△12億1,834万円430億4,697万円418億2,863万円企業会計合計

企業会計

（※1）命のバトン …一人暮らし等のお年寄りが、バトンの中に健康に関する情報を入れて冷蔵庫等に保管し、「もしも」の時に救急隊員等が確認し適切な処置を
行うもので、主に校区社会福祉協議会で取り組まれている。
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●平成29年度熊本市一般会計補正予算
〈通常分の主な内容〉

○住民基本台帳システム改修経費

……………………………………9,200万円

○区役所窓口サービス向上経費…4,300万円

○商店街共同施設助成事業 ……401万6千円

○空家等対策事業……………………110万円

○平成29年台風第3号等関連経費

……………………………4億1,840万9千円

○個別外部監査経費 ……………473万5千円

〈熊本地震関連分の内容〉

○災害弔慰金支給経費……………2,000万円

○市税還付金 …………………2億9,400万円

○地域公民館災害復旧経費………4,490万円

○希望荘災害復旧関係経費………1,183万円

○経営体育成支援事業 ………5億6,200万円

○被災者住宅支援事業 ………24億360万円

○学校施設等災害復旧経費………1,070万円

○恒久住宅転居経費助成 ……4億2,000万円

○民間賃貸住宅入居初期経費助成 ……2億円

○住宅再建利子補給事業 …10億9,500万円

○高齢者住宅再建利子補給事業…8,000万円

○災害時受援計画策定経費…………200万円

○商店街にぎわい復興支援事業…3,100万円

○被災マンション建替え支援経費

………………………………1,957万5千円

●熊本市附属機関設置条例の一部改正
について
地方自治法（昭和22年法律第67号）第138

条の４第３項の規定に基づく附属機関を設置す

るため。

〈改正内容〉

附属機関の設置

（１）熊本市空家等対策協議会

（２）熊本市特定空家等措置審議会

●熊本市税条例の一部改正について
地方自治法及び航空機燃料譲渡税法の一部を

改正する法律（平成29年法律第２号）の施行に

伴い、企業主導型保育事業等に係る固定資産税

等の課税標準の特例割合を定めるため。

〈改正内容〉

次に掲げる事業等に係る固定資産税等の課税

標準の特例割合を定める。

（１）企業主導型保育事業

→当該事業に係る固定資産税の課税標準と

なるべき価格の３分の１

（２）家庭的保育事業、居宅訪問型保育事業又

は事業所内保育事業（利用定員が１人以上

５人以下）

→当該事業の用に供する家屋及び償却資産

に係る固定資産税の課税標準となるべき

価格の３分の１（現行２分の１）

（３）認定計画に基づき設置した市民緑地

→土地の固定資産税の課税標準となるべき

価格の３分の２

●熊本市地域コミュニティセンター条
例の一部改正について
楡木地域コミュニティセンター（北区楡木４

丁目20番42号）の新設をするため。

●熊本城ホール条例の制定について
国際会議、展示会、エンターテインメント等

の開催の場を提供することにより、国内外の

人々の来訪や交流を促し、もって地域経済の活

性化及び地域文化の発展に寄与するための熊本

城ホールを設置するため。

〈主な制定内容〉

○位 置…中央区桜町３番13

○事 業…国際会議、展示会、エンターテイ

ンメント等の開催のための施設等

の提供、これらの開催に係る情報

収集及び誘致 等

○使用料

●熊本市老朽家屋等の適正管理に関す
る条例の一部改正について
特定空家等及び管理不全な状態となっている

空家外家屋に対する応急的危険回避措置に関す
がい

る事項を定めるため。

〈改正内容〉

１ 特定空家等及び管理不全な状態となってい

る空家外家屋について、生命、身体、財産に
がい

重大な損害が及ぶ危険が切迫していると認め

られる場合であって、所有者等による必要な

措置が講じられる時間的余裕がないことが明

らかであると認めるときは、危険回避に必要

な最小限度の措置を講ずることができること

とする。

２ 前項の措置に要した費用は、所有者等から

徴収できることとする。

使用料（消費税込）区分

１時間当たり42,000円
～67,200円

メインホール
（全面・１階部分のみ）

１時間当たり6,000円～
25,200円

多目的ホール
（全面・分割）

１時間当たり18,000円
～44,400円

イベント・展示ホール
（全面・分割）

１平方メートル１時間当
たり32円

大会議室、中会議室、
小会議室

１平方メートル１時間当
たり40円

応接室

１平方メートル１時間当
たり20円

ホワイエ、エントランス
ロビー

１箱１回当たり100円コインロッカー

30,000円～440,000円
以内

附属設備

消費量について時価で計
算した金額

イベント・展示ホールの
給水設備

消費量について時価で計
算した金額

屋外電源設備

※各ホールについては、全面使用・分割使用、平
日・休日等の使用区分に応じて使用料の額を設定
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（※2）財政調整基金 …経済事情の著しい変動により財源が不足する場合や、災害により生じた経費の財源として充てる場合等、年度間の財源不足に備え、
一定額を積み立てているもの。

（※3）コンプライアンス …社会規範に反することなく、公正・適正に業務遂行し、社会の要請に応えていくこと。

平成28年度の一般会計における実質収支は50億のプラスで
あるが、実質単年度収支は20億のマイナスとなっているので、
財政調整基金の果たした役割は大きい。しかし、今後の展望に
おいては、不測の事態を想定し財政基金の依存は極力避けるよ
うにして、10年後、基金が危機的状況に陥らないように、財
政全般の計画性や事業に対する柔軟な対応を求める。

情報化の推進

情報システムの最適化は、セ
キュリティー対策を含め行政事務
にとっては不可欠であるため、シ
ステム更新に係る投資効果の検証
に注視しながら計画的かつ円滑に
推進するための指針に沿った職務
の効率化を進めるべき。

事務処理ミスの検証チームが稼動し再発防止に向けた取り組
みがなされて効果を上げてはいるが、ミスが生じることで直接
的なコストが発生し、それを抑制するための間接的コストも発
生するので、コストのトータルは大きいことを重く受け止める
べき。

メンタルヘルスケア

変革続きと災害業務の急増によって市役所職員の心身のコン
トロール不調が問題視される。職員の安全性と健康を確保する
ため個人情報保護に配慮し、国の補助事業の活用を行いキャリ
アコンサルタント有資格者によるカウンセリング事業の確立を
図るべき。

消費者行政・被害者救済体制

ネット社会の普及により知能犯の犯罪が激増しているので、
市民相談が増加傾向にある。業務の増加に伴いコスト増加も見
込まれるが、相談体制と解決策の充実を図ってほしい。

中心市街地のにぎわい創出・回遊性の向上策

熊本城ホールの利活用を促進させるためには、人の流れを呼
び込むためのハード的・ソフト的仕組みが重要であり、シンボ
ルプロムナードに上質な創造空間を誕生させ、回遊性の向上策
としてオープンスペースのデザインに特段の配慮をすべき。

今後の財政見通し

平成28年度と29年度は財政調整基金（※2）（市の貯金）を取
り崩し、乗り切ることができたが、約100億円あった財政調整
基金も約50億円を切っており、平成30年度以降の見通しはど
うか。

安全で心豊かに暮らせる地域づくりの推進

各区配分の予算について、区の人口割と各区の状況に即した
優先課題を明確にした、公正・公明で市民の納得が得られる
ハード事業を含めた配分を。権限として、一定の裁量権の付与
や課題解決のシステム化等が必要。

生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実

介護人材の確保は喫緊の重要課題。今後の具体的な取り組み
や予算化を求める。

自 民 党
質
疑1 財政調整基金の展望

（※2）

質
疑2

質
疑3 コンプライアンスによる事務処理検証チームと行政コスト

（※3）

質
疑4

質
疑5

質
疑6

市 民 連 合
質
疑1

質
疑2

質
疑3

安全で利便性が高い都市基盤の
充実

空き家対策は、適正管理や利活
用等含めて喫緊の課題。空き家の
実態把握のための調査を行い、そ
の在り方を議論し、今後の具体的
な計画が必要。

豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興

子どもたちの教育のためには、家庭との連携が重要。家庭教
育セミナーの充実や、モンスターペアレント対策について、問
題の共有化とその対策を組織的に行うことを求める。

事業見直しの検証と報告書の作成

決算については、改善に資するための検証が必要である。熊
本地震による未執行や減額処理の見直し方法、再評価方法等、
どのようなシステムで再検討したのか。また、決算状況報告書
と別資料で検証した報告書を作成すべき。

決算状況を踏まえた今後の行政運営

熊本地震により、既事業を大幅に見直し、復旧・復興に全力
を挙げたことは評価する。その上で、将来世代に引き継ぐため
の「上質な生活都市」実現を求める。

女性のための職場改善事業と正規雇用転換促進事業

女性のための職場改善事業と正規
雇用転換促進事業について、未執行
となった理由を尋ねるとともに、熊
本に住み、働き続けられる環境整備
は重要であり、女性以外への対象範
囲の拡大も必要ではないか。

熊本市債権管理計画における市税収入の目標値について

本年２月に「熊本市債権管理計画」が策定されているが、市
税の目標値はどのように策定されたのか。

市税滞納額の徴収実績から見る滞納徴収対策について

現年分は約99％と高い徴収率だが、過年度分は約23％と低
い徴収率になっている。税の公平負担の原則に鑑み、対策を講
じるべきではないか。

繰越明許費から見る震災復旧の進捗について

工事総額の９割強が繰越となっている。復旧・復興を円滑に
推進するための対策を講じるべきではないか。

熊本地震における被災者の市営住宅入居と家賃援助について

仮設住宅入居者のうち、市営住宅を希望する全ての世帯に入
居を保障するとともに、事情で市営住宅に入居できない世帯へ
の家賃補助の創設を。

児童育成クラブの環境改善、図
書館の充実、図書司書・補助員の
処遇改善について
児童育成クラブの施設改善・指導

員確保、学校図書館・市立図書館の
蔵書充実と図書司書・補助員の処遇
改善・専門性確保を。
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●住宅再建利子補給事業について
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●公の施設の他の団体の利用に
関する協定について
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●市民病院の病院経営について
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●障がい者への自家用車燃料費助成
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●クールチョイスシティくまもと �¢�Þ���£

啓発推進事業について
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●応急・みなし仮設住宅の入居者支援について
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●空き家・空き地等の対策について
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●窓口サービス向上経費について
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●市民会館の指定管理者による運営について
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熊本城ホール条例の制定について
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「平成29年度熊本市一般会計補正予算」中、辛島公園地下通路改
修経費について、並びに「平成28年度熊本市各会計決算につい
て」中、桜町・花畑周辺地区まちづくり推進経費について
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平成28年度熊本市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定に
ついて
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●熊本地震の災害見舞金の支給について
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●次世代自動車の普及促進について
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●城彩苑湧々座の展示物更新経費について
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